
責任者 　柴田　浩行

1 秋田大学

2 弘前大学

3 新潟大学

4 東北大学

5 山形大学

6 福島県立医科大学

7 秋田大学

8 弘前大学

9 山形大学

10 福島県立医科大学

11 新潟大学

12 東北大学

13 秋田大学

14 弘前大学

腫瘍生物学各論Ⅰ

腫瘍生物学各論Ⅱ

講　　　義　　　題　　　目

授業の概要・到達目標

授業の目的と概要：がん治療に必要な臨床腫瘍学の総論を履修する。

学修の到達目標：床腫瘍学の基礎として、腫瘍専門医療者に必要な生物学、ゲノム科学、放射線治療、
緩和医療などについて基盤的な知識を深める。

本科目は東北広域次世代がんプロ養成プラン事業による共通科目となっており、ISTU（東北大学イン
ターネットスクール）、全国がんプロオンライン教育プラットホームへ利用登録を行い講義を聴講していた
だきます。科目履修登録終了後に受講者へメールで案内します。
授業計画

担当教員 講座名
(講　　  義　 　 内　 　 容）

クラスター 　がん治療専門医養成系クラスター

授業科目名 　臨床腫瘍学特論Ⅱ

担当者名 分担者 　授業計画の担当教員を参照

単位数 　２単位（選択） 配当年次

開講曜日・時間

　2024年４月下旬頃から2025年3月まで

　１，２，３，４年次

授業形態

開講期間

　オンデマンド講義ですので、随時受講してください。

　――実施場所　Web Class

その他特記事項
履修に関する情報：ISTU（東北大学インターネットスクール）、全国がんプロオンライン教育プラットホーム
からのオンデマンド講義となります。講義は各自視聴してください。視聴期間:４月下旬～３月まで
※但し、レポート評価については毎年10月中旬の締切として単位認定を行います。
教科書・参考文献：特になし
自学自習時間における学習内容：到達目標や授業内容に応じた準備学習を行うことが望ましい。

※がん治療専門医養成系クラスター選択者は本科目もしくは「臨床腫瘍学特論Ⅰ」のどちらかを必ず履
修する必要があります。

授業形態および成績の評価方法･基準

　成績の評価は，提出したレポートの内容を考慮して行う。東北広域次世代がんプロ養成プラン拡大運営
委員会にて単位認定を行うため、レポートの提出は毎年10月中旬で締め切る。

問い合わせ先(氏名，メールアドレス等）

　柴田　浩行，hiroyuki@med.akita-u.ac.jp

遺伝子診療I

遺伝子診療II

がんゲノム医療

放射線治療各論Ⅰ

放射線治療各論Ⅱ

造血幹細胞移植

放射線治療各論Ⅲ

がんの画像診断Ⅰ

緩和医療各論Ⅰ

緩和医療各論Ⅲ

家族性腫瘍

緩和医療各論Ⅱ
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